
○日時及び場所
日 時：令和４年９月１６日（金）１０時

 場 所：雲仙市役所 本庁舎別館３階 会議室

〇受賞者

令和４年度 雲仙市優秀工事表彰式

吉岡 信太郎
上田 秋孝

山本 信二

渡邉 和馬

（敬称略）
技術者名

川口 裕輔
横田 和昭

新小浜体育館(仮称)駐車場整備工事
株式会社 三丸土建
 代表取締役 三丸 栄治

宅島・柴﨑・松尾特定建設工事共同企業体
代表構成員 宅島建設㈱ 代表取締役 宅島 寿孝

施工業者名

宅島・柴﨑・三⻘特定建設工事共同企業体
代表構成員 宅島建設㈱ 代表取締役 宅島 寿孝

工  事  名
雲仙市新小浜体育館(仮称)新築工事(建
築主体工事)
(仮称)新瑞穂総合支所新築工事 （建築
主体工事）
(仮称)新瑞穂総合支所新築工事（機械
設備工事）

有限会社 吉田産業
 代表取締役 吉田 正英

（後列左から）上田様、吉岡様、 川口様、横田様、渡邉様、山本様
（前列左から）宅島様、金澤市⻑、吉田様、三丸様



宅島・柴﨑・松尾特定建設工事共同企業体
代表者 宅島建設㈱　代表取締役 宅島 寿孝

工　事　名　称 雲仙市新小浜体育館（仮称）新築工事（建築主体工事）

施工業者
代表者名

技術者名

表　彰　理　由 施工計画、品質、出来形管理等の施工技術が特に優れている工事

工　事　概　要

　構　　造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
　　　　　　　　場所打ちコンクリート杭基礎
　規　　模：地上２階　建築面積 4,389.74㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　延床面積 5,282.23㎡

　本工事は、メインアリーナ・サブアリーナのほか、会議室などをそなえる複合施設とし
て、新たに体育館を建設する工事です。
　工期が600日間と長く、工種も多岐にわたっていたため、下請業者も多く、工程管理
や施工管理を確実に実施し、手戻りなく工期内で工事を完成していただきました。
　また、安全管理に対する各種の取組が評価され、長崎労働局長 安全衛生表彰（優良
賞）を受けられており、他の模範となるものです。

(宅島建設㈱)

主任技術者：横田 和昭

監理技術者：川口 裕輔

(柴﨑建設㈱)

会議室ｻﾌﾞｱﾘｰﾅﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

着工前 竣 工



表　彰　理　由 困難な施工条件を克服した工事

工　事　概　要

　構　　造：鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　地盤改良のうえ直接基礎
　規　　模：地上1階　建築面積 2,004.47㎡
　　　　　　　　　　　　　　　  延床面積 1,882.11㎡

　本工事は、行政サービスを担う総合支所と生涯学習施設との複合的用途の新しい瑞
穂総合支所の新築における建築主体工事です。
　施工に際しては、隣接する旧瑞穂総合支所での執務を継続して行う必要があるため、
限られた工事エリアの中で、工事ヤードや資材の搬入など工程調整の難しい工事でし
たが、工種ごとの進捗状況を確実に把握し、円滑な工事進捗に努められました。

工　事　名　称 (仮称)新瑞穂総合支所新築工事（建築主体工事）

施工業者
代表者名

技術者名
宅島・柴﨑・三青特定建設工事共同企業体

代表者 宅島建設㈱　代表取締役 宅島 寿孝
(宅島建設㈱)

主任技術者：上田 秋孝

監理技術者：吉岡信太郎

(柴﨑建設㈱)

図書室交流ﾎｰﾙ

着工前 竣 工

和室



工　事　名　称 (仮称)新瑞穂総合支所新築工事（機械設備工事）

施工業者
代表者名

技術者名
有限会社 吉田産業

代表取締役　吉田 正英
主任技術者：渡邉 和馬

表　彰　理　由 施工・品質・安全管理・施工管理等において、創意工夫に努めた工事

工　事　概　要

 瑞穂総合支所新築工事に伴う機械設備工事　一式
　　・空気調和設備　・換気設備　・衛生器具設備　・給水設備
　　・排水設備　　　　　・給湯設備　・ガス設備

　本工事は、行政サービスを担う総合支所と生涯学習施設との複合的用途の新しい瑞
穂総合支所の新築における機械設備工事です。
　建築主体工事及び電気設備工事と協議・協力し、各部納まりやメンテナンス性につい
て詳細に検討された結果、施工品質の向上を図ることができ、また、手戻りのない施工
を実施され、生産性向上につなげていただきました。

ﾋﾟｯﾄ内配管

(給水・給湯)

屋上配管

(冷媒管)

空調設備 衛生設備



工　事　名　称 新小浜体育館（仮称）駐車場整備工事

施工業者
代表者名

技術者名
株式会社 三丸土建

代表取締役　三丸 栄治
主任技術者：山本 信二

表　彰　理　由 施工・品質・安全管理・施工管理等において、創意工夫に努めた工事

工　事　概　要
　本工事は、小浜体育館新築工事に伴う駐車場整備工事です。
　工事概要としては、アスファルト舗装、フェンス設置、排水路設置と駐車場工事としては
一般的な内容でしたが、施設の供用開始日が決まっていたため、限られた工期であっ
たにも関わらず、配置技術者の積極的な工程管理等により、４週６休を実施しつつ、工
期内に工事を完成していただきました。

　工事延長：L=146.5m
　　・アスファルト舗装：A=7,069.7㎡
　　・自由勾配側溝　　：L=94.4m

・落蓋式側溝   ：L=67.8m
・張コンクリート：A=52.6㎡

着工前 竣 工

竣 工 竣 工


